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テイアツク製品をお買い上げいただを、誠にありびとラございます。 

ご使用になる前にこの取扱説明書をよくお読みください。また、お読みになったあとは、 
いつでも見5れるところに大切に保管してください。 

末永くご愛用くださいますよラ、お願い申し上げます。 
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お使いになる前に 


付属品の確認 

万一、付属品に不足や損傷びありました5、お買い上げに 
なった販売店または弊社 AV お客様相談室摩表紙に記載)に 
ご連絡ください。 

RCA オーディオケーブルX1 
U モコン (RC-1 日 44A)X1 
リモコン用乾電池辟 3)X2 
取扱説明書(本書)XI 
保証書X1 


使用上の注意 

♦ 直射曰光び当たる場所や暖房器具のお< など、温度び高 
くなるところに置かないでください。また、アンプなど 
熱を発生する機器の上には置かないでください。変色や 
変形、故障の原因となります。 

♦ 再生中はディスクび高速回転しているので本機を持ち上 
げたり動かしたりしないでください。ディスクを傷つけ 
る恐れびあります。 

♦本磯を移動したり、引っ越しなどで個包する場合は、必 
ずディスクを取り出してください。ディスクを内部に入 
れたまま移動すると、故障の原因となります。 

♦ テレビ放送の電波状態により、本機の電源を入れたまま 
近くにあるテレビをつけると画面にしま模様び出る場を 
びありますび、本機やテレビの故障ではあ0ません。こ 
のよラな場合は本機を十分にテレビから離してお使いく 
ださい。 
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MPEG Layer-3 audio coding technolo 呂 y licensed 
from Fraunhofer IIS and Thomson. 
























安全にお使いいただくために 


製品を安全に正し<お使いいたださ、あなたや他の人々へのを害や財産への損害を未然に防止ずる 
ために、 LU 下のを意事項をよくお読みください。 


AI 

な UTF の内容を無視して誤った取り扱いをずると、义災や感電などによって、 

5 a 死亡や大怪我などの人身事故の原因となりまず。 

を 

電源プラグを 
コンセントか 
6 掘す 

万一、異常が起きた 5 

煙が出たり、変なにおいや音びずるとさは。 

機器の内部に異物や水などび入ったときは。 

この機器を落としたり、キャビネットを破損したときは。 

すぐに機器本体の電源スイッチを切り、電源プラグをコンセントから抜いてください。 
異常状態のまま使巧すると、火災•感電の原因となりまず。販売店またはティアック 
修理センター塵表紙に記載)に修理をご依頼ください。 


電源コードを傷つけない。 

電源コードの上に重いものをのせたり、コードを本機の下敷きにしない。 

電源コードを加工したり、無理になげたり、ねじったり、引っ張ったり、加熱したりしない。 

コードび破損ずると乂災•感電の原因となりまず。万一、電源コードび傷んだら(お線 
の露出、断線など)、販売店またはティアック修理センター（裏表紙に記載)に交換をご 
依頼 < ださい。 

0 

禁止 

電源プラグにほこりをためない。 

電源プラグとコンセントの間にゴ S やほこ0び付着ずると、火災-感電の原因とな0 
ます。電源プラグを抜いてから、ゴ三やほこりを取り除いてください。 


交流 100 ボルトむ外の電圧で使用しない。 

この機器を使用でさるのは日本国内のみでず。表おされた電源電圧(交流100ボルト） 
LU 外の電圧で使用しないでください。また、船舶などの直流 ( DC ) 電源には接続しない 
で<ださい。火災-感電の原因とな0まず。 


機器の上になびんや水などび入った容器を置かない。 

内部に水び入ると乂災-感電の原因となりまず。 


この機器のキャビネットは拖対に外さない。 

キャビネットを開けたり改造ずると、火災-感電の原因となりまず。内部の点検•修 
理は販売店またはティアック修理センター（裏表紙に記載)にご依頼ください。 

分解禁止 

この機器を改造しない。 

火災-感電の原因とな0まず。 

〇 

強制 

この機器を設置ずる場合は、壁から吕 0 cm む上の間隔をおく。また、放熱をよくずるた 
めに、他の機器との間はかし離して置く。 

ラックなどに入れるときは、機器の天面か 5 已 cm む上、背面か 51 Oc mW 上のずきま 
をあける。 

機器のまわりにずさまびないと内部に熱びこちり、义災の原因となりまず。 


準 

備 
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安全にお使いいただくために(続き) 


A * 、 

- - r * T - 下の巧容を無視して誤った取り扱いをすると 、威雷 やその他の重がによって、 

/!\ /怪我をしたり、周辺の家財に損害を与えたりずることびありまず。 

〇 

強制 

オーディオ機器を接続ずる場合は、各々の機器の取扱説明書をよく読み、電源を切り、 
説明に従って接続ずる。 

また、接続は指定のコードを使巧ずる。 

それ];(外の物を使用ずると故障、火災、感電の原因となりまず。 

電源を入れる前には音量を最ルにずる。 

突然大さな音び出て聴力障害などの原因となることびあ0まず。 


この機器はコンセントの近くに設置し、電源プラグに簡単に手び届くようにずる。 

異常び起さた場合は、ずぐに電源プラグをコンセントから抜いてください。 


ぐ5ついた台の上や傾いた所などすを定な場所に置かない。 

湿気やほこりのをい場所に置かない。風呂、シャワー室では使用しない。 

調理台や加湿器のそばなど油煙や湯気びあたる場所に置かない。 

乂災-感電やけびの原因となることびあ0まず。 

0 

禁止 

この機器の付属の電源コードセットを他の機器に使用しない。 

故障、火災、感電の原因とな0まず。 

電源コードを熱器具に近付けない。 

コードの被ふくび溶けて、火災-感電の原因となることびありまず。 


濡れた手で電源プラグを巧さ差ししない。 

感電の原因となることびあ0まず。 


電源プラグを巧くときは、電源コードを引っ張5ない。 

コードび傷つさ、乂災•感電の原因となることびありまず。必ずプラグを持って抜い 
て < ださい。 

を 

電源プラグを 
コンセントか 
5 掘ブ 

移動させる場合は、電源スイッチを切り、必ず電源プラグをコンセントから巧き、外部 
の接続コードをがず。 

コードび傷つさ、火災-感電の原因となることびあ0まず。 

旅行などで長期間この機器を使用しないときは、を全のため赵ず電源プラグをコンセ 
ントか5巧く。 

お手入れの際はま全のため電源プラグをコンセントか5巧く。 

感電の原因となることびあ0まず。 
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電池の取り扱いについて 

本製品は電池を使用しています。誤って使用すると、発熱、発火、あ漏れなどの原因となりますので、 L 处下のま意事項を必ず守っ 
て < ださし、。 


A \ 注意 乾電池に関ずるま意 

0 乾電池は描巧に巧電しない。 

破裂、液をれにより、火災•けびの原因となりまず。 

幫止 


準 

備 


電池に関ずるま意 

〇 

強制 

電池を入れるときは、極性表示ヴラス®とマイナス©の向き）にま意し、電池ケースに 
表示されているとおりに正しく入れる。 

間違えると破裂、液ちれにより、乂災、けびや周囲を巧損ずる原因となることびあり 
まず。 

長時間使巧しないときは電池を取り出しておく。 

液びをれて火災、けび、周囲を巧損ずる原因となることびありまず。をし液びちれた 
場合は、電池ケースについた液をよくおさ取ってから新しい電池を入れてください。 
また' 万一ちれた液び身体についたとさは、水でよく洗い流してください。 

0 

禁止 

指定に(外の電池は使巧しない。 

新しい電池と古い電池、または種類の違う電池を混ぜて使用しない。 

破裂、あをれにより、火災、けびや周囲を巧損ずる原因となることびありまず。 


金属製のル物類と一緒に携帯、保管しない。 

ショートして液をれや破裂などの原因となることびありまず。 

分解禁止 

分解しない。 

電池内の酸性物質により、皮膚や衣服を損傷する恐れびあります。 


口 

愛情点検 


電源ケーブルや本体に異常びないか、定期的に点検してください。 

内部にほこりびたまったまま、長い間掃除をしないと火災や故障の原因となること 
びありまず。 

特に、湿気の多 < なる梅雨期の前に行ラと、より効果的でず。 

已年に1度は、販売店またはティアック修理センター塵表紙に記載)に内部の点検 
をご依頼 < ださい。 

費巧についてはお問い合わせください。 
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ディスクについて 


本機で再生できるディスク 


に ompact Disc Digital Audio 」 □ゴマークのある CD 
(12 cm /8 cm ) 

n COMPACT 

抽帽歴 

DIGITAL AUDIO 


音楽 CD フォーマットで正しく記録され、フアイナライ 
ズされた CD - R および CD - RW 。 

または、 MP 3 ファイルび記録され、フアイナライズさ 
れた CD - R および CD - RW 。 


A 上記 lU がのディスクを再生ずると、大音量のノイズを 
発生してスピーカーを破損したり、聴覚を傷付ける恐 
れびありまず。上記む外のディスクは絶対に再生しな 
いでぐださい。 

♦ディスクの品質、録音の状態によっては、再生できない 
ことびありまず。 

♦ ビデオ CD 、 CD - R 日 M などはディスクを読み込むことは 
でをまずび、再生してち音び出ません。 

• DVD ビデオ、 DVD 才ーディオ、 DVD - R 日 M などは本機 
で読み込むことはでさません。また、再生ちでをません。 

^ DVD ビデオ、 DVD 才ーディオ、 DVD - ROM などをディ 
スクトレーに入れると、ディスクを読み込もラとして 
高速回乾しまず。万が一これ5のディスクを入れてし 
まった場台は、ディスクを傷つけるおそれがありまず 
ので、必ず回乾が終わってか5取り出してください。 
( 「 R E R IM の表示中には取り出さないでください) 

♦ コピーコント□ール CD や Dual Disc など、 CD の標準規 
格に準拠していない特殊なディスクは正常に再生できな 
いことびあります。本機で特殊なディスクを使用した隙 
の動作や音質に ついては 保証致しかねます。特殊なディ 
スクの再生に支障びある場合は、該当するディスクの発 
売元にお問い合わせください。 


CD-R/CD-RW について 


本機は音楽 CD フォーマツ ト ( CD - DA ) で記録された CD - R / 
CD - RW を再生することびでをます。 

♦ CD レコーダーで作成したディスクは、忘れずにファイナ 
ライズしてくださし、。 

♦ディスクの品質、録音の状態によっては、再生でさない 
ことびあります。詳しくはお手持ちの機器の説明書をお 
読み < ださし、。 

♦ CD - R や CD - RW ディスクの取り扱いについてご不明な 
点びある場合は、直接ディスクの発売元にお問い含わせ 
<ださい。 
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ディスクの取扱い 


♦ ディスクは、必ずレーベル面を上にしてセツトしてくだ 
さい。 

♦ 信号録音面(レーベルびない面)に傷、指紋、ミちれなどび 
あると、録音/再生時にエラーの原因となることびあり 
ますので、お取り扱いにはごま意ください。 


♦ディスクをケースか!5取り出すとさは、ケースの中むを 
押しなびら、ディスクの外周部分を手ではさむよラに 
持ってください。 



使用上のミ主意 


♦ ヒビび入ったディスクは、機器の故障の原因となります 
ので使巧しないでください。 

♦ ディスクにはラベルなどを貼5ないでください。ディス 
クにセ□八ンテープやレンタル CD のシールなど対まびし 
たあとびあるちの、またシールなどから糊びはみ出てい 
るちのは使用しないでください。そのまま本機にかける 
と、ディスクが取り出せなくなったり、故障の原因とな 
ることびおります。 

♦ ディスクのレーベル面に何か書さ込むとさは、油性の 
フェルトペンをお使いください。ボールペンなど、先端 
の固いペンを使ラと、ディスク面を傷つけて録音/再生 
びできなくなる場合びあります。 

♦ 市販の CD 巧スタビライザーは、絶対に使用しないでく 
ださい。再生でをなくなったり、故障の原因となります。 


♦ 八ートおや八角形など特殊形状の CD は、機器の故障の 
原因となりますので使用しないでください。 



0 

お 
















お手入れ 


• 信号録音面に指紋やほこ0びついた5、柔5かい巧で内 
側中むから外側へ直角ち向に軽く拭いて<ださい。 


MP 3 について 


本纖ま、 CD-R/CD-RW に記録された MP3 ファイルを再生 
することびでさます。 


準 

備 





♦ レコードク U —ナ ー、 帯電防止剤、ベンジン、シンナーな 
どで絶対に拭かないで < ださい。これ5の化学薬品で表 
面び侵されることびあります。 


ディスクの保をについて 

♦ 使巧後のディスクは、必ずケースに入れて保管してくだ 
さい。そのままディスクを放置ずるとそりやキズの原因 
となりまず。 


♦本機で再生できる MP3 ファイルは、モノラルまたはス 
テ レオの MPEG-1 Audi 曰 Layer 3 フォーマツ トで、サ 
ンプ U ングレートび 44.1 または48 kHz、 ビットレー 
卜び32日 kbpsU (下のファイルです。 

♦ マルチセッションで記録されたディスクには対応してい 
ません。最初のセッションのみ再生します。 

ファイル名の表示について 

本機のディスプレーには半角のアルファべットと数字 

(1 バイト文字)しか表示でさません。 

♦ ファイル名に曰本語や中国語などの全角文字 (2 バ 
イト文字)び使われている場を、再生は巧能ですび 
正しく表术できません。その場合、「しI fV 卜。V日もパ、|| 
(不明)」び表示されます。 


♦ 直射曰光び当たる場所や、高温多湿の場所には放置しな 
いでください。ディスクび変形•変質して、巧をできな 
<なるおそれびあります。 

参 CD-R/CD-RW は、通常の CD と比べて熱や紫外線の影響 
を受けやすいため、直射日光び当たる場所や熱を発生す 
る器具の近くなどに長時間放置しないでください。 

♦ ディスクのミちれは音飛びや音質低下の原因となりまずの 
で、いつもをれいに清掃して保管してください。 


パソコンなどを使って MP 3 ファイルを作成ず 
る際のごま意 

♦ ファイル名には必ず拡張子を付けてください。 MP3 ファ 
イルの認識はファイル拡張モ(「.mp3」)で巧います。 

♦ ク□ーズセッション(ディスクの作成を完了)してくださ 
し、。ク□ーズセッションされていないディスクは再生で 
さません。 

♦ 作成する際に使用するソフトウエアのマニュアルをよく 
お読みくださし、。 


本機で再生できない、または一部び再生できな 
いディスク 

♦ 拡張子のないファイルは本機では再生でさません。また、 
ファイル名に拡張子をつけていてち MP3 データあ式で 
ないファイルは再生でさません。 

♦ 巧変ビットレートで記録されたファイルは、正常に再生 
でさないことびあ0ます。 

♦ IS09 目日日規格で記録されていないディスクは再生で走 
ません。 


♦ ファイル数び日日日、フォルダ数び2日日を超えて記録し 
てあるディスクについては、已日1番目じ(降のファイル、 
2日1番目し U 降のフォルダは本機で再生できません。 

♦ ディスクの状態によっては、本機で再生できなかったり、 
音び違切れることびあります。 
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各部の名称 



□ 電源 スイッチ [POWER] 

電源をオン/オフします。 

□ ディスクトレ- 

Q 開閉ボタン [OPEN/CLOSE][A] 

ディスクトレーを開閉します。 

□ 再生/一時停止ボタン [►/■■] 

再生を開始/一時停止します。 

Q 停止ボタン [■] 

再生を停止します。 

Q スキップ/サーチ [<</►►] ボタン 

前または後ろの曲にスキップします。 

再生中にサーチボタンを巧し続けると、早送0/早戻 
しびでをます。 

□ MP3 フオルダボタン [VV へ] 

MP3 再生のとさ、前または後ろのフオルダにスキップ 
します。 （13 ぺージ） 


□ リピートボタン [REPEAT] 

U ピート再生に使用します。 （14 ページ） 

P シャッフルボタン [SHUFFLE] 

シャッフル再生に使用します。 （1 已ページ） 

□ ディスプレ- 
□ リロン受光部 

リモコンからの信号を受信します。リモコンを使用す 
るとさは、リモコンの先端をこち5に向けて操作して 
<ださい。 

匹]へッドフオン端子 [PHONES] 

/レベルつまみ [LEVEL] 

へッ ドホンをお使いになるとさは、 へッ ドホンプラグ 
を端テに差し込み、レベルつまみで適切な音量にしま 
す。 

A 音量を上げずぎないよラ、ご注意ください。 


Q プ□グラムボタン [PROGRAM] 

プ□グラム再生に使用します。 （1 日ページ) 
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準 
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s 数字ボタン 

選®などに使巧します。 

困 E5P/MP3 ボタン 

CD 再生のとを、音飛び防止機能の切誓えに使用しま 
す。 （13 ぺージ） 

MP 3 再生のとさ、巧の情報を表示するのに使用しま 
す。 （13 ぺージ） 

また、 MP 3 のサーチモードに使用します。 （18 ページ) 

困イント□チェックボタン [INTRO CHECK] 

イント□チェックに使用します。 （1 已ページ） 

@ MP3 フォルダボタン[^/へ] 

MP 3 再生のとさ、前または後ろのフォルダにスキップ 
します。 （13 ぺージ） 

[E ] スキップ/ サーチ [♦*/►►] ボタン 

前または後ろの曲にスキップします。 

再生中にサーチボタンを押し続けると、早送0/早戻 
しびでをます。 


E プ□グラムボタン [PROGRAM] 

プ□グラム再生に使用します。 （1 目ページ) 

固シャッフルボタン [SHUFFLE] 

シャッフル再生に使用します。 （1 已ページ) 

[g] リピートボタン [REPEAT] 

U ピート再生に使巧します。 （14 ページ） 

[U 停止ボタン [■] 

再生を停止しまず。 

[J] 再生/一時停止ボタン [►/■■] 

再生を開始/一時停止しまず。 


本体と I 」モコンに同じ機能のボタンびある場合、この取扱 
説明書では本体のボタンを使って説明していますび、 I 」モ 
コンのボタンち同様に使えます。 
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接続方法 


リモコンの使い方 


A 接続時のま意 

♦ 全ての接続が終わつてか6電源プラグを差し込んでぐだ 
さい。 

♦接続ずる機器の取扱説明書をよく読み、説明に従って接 
続してくだをい。 



アンプ 


□ 音声出力端子 [LINE OUT] 

2チヤンネルのアナ□グの音声を出力します 。 RCA 
オーディオケーブルを使って、アンプの音声入力端テ 
と接続してください。 

♦ RCA オーディオケーブルは白のピンプラグを白 ( L ) 端 
子に、赤のピンプラグをホ ( R ) 端子に接続してくださ 
い。 


回電源コ-ド 

全ての接続び終わったら、電源プラグを AC 1 日日 V の 
電源コンセントに差し込んでください。 

♦ 長期間使用しないとさは、コンセントか5電源プラグ 
を抜いておいてください。 

A 交流100ボルトむ外の電圧で使用しないでくだをい。 
义災•感電の原因になりまず。また、電源の巧さ差しは、 
必ずプラグを持って巧ってください。 


使用上の注意 

乾電池を誤って使用ずると、電池の破裂、液もれによ 
り、火災、けがや周囲を巧損ずる原因となることがあ 
りまず。已ページのミち意をよく読んでお使いくださし、。 

♦ リモコンの先端を本体の U モコン受光部に向けて、巳 
メートルし处内の距離で操作してください。本体と U モコ 
ンの間には障害物を置かないでください。 

♦ 本体の U モコン受光部に曰光や照明び干渉すると、1」モ 
コン操作びできないことびあります。その場をは本機を 
移動してみて < ださい。 

♦本機の U モコンを操作すると、赤外線によりコント□一 
ルする他の機器を誤動作させることびあ0ますのでごま 
意くださし、。 


電池の入れ方 

リモコン裏面のフタを外し、ケースの承と©の表示に合わ 
せて乾電池(単3お)2本を入れて、フタを閉めてくださし、。 



電池の交換時期 

操作範囲び狭<なったり、操作キーを押してち動作しない 
場合は、2本とを新しい電池に交換してください。使い終 
わつた量池は電池に記載された廃棄方法、わしくは各市町 
村指定の廃棄方法に従って捨ててください。 
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基本操作 


目 


ち 


D 電源スイッチ ( POWER ) を押して電源を才 
ンにずる。 


ディスクび入っている場合は、自動的に再生を始めま 
す。 


□ 開閉ボタン ( A ) を押して、トレーを開ける。 

OPEN/CLOSE 



0ディスクのレーベル面を上にしてトレーに 
のせる。 



♦ トレーには2枚!;|上ディスクをのせないでください。 

♦ ディスクび中央のガイドからがれた状態でトレーを開 
じると、ディスクび中で引っかか0トレーび開かな< 
なることびあります。ディスクは必ずトレーの中央の 
ガイドにしっかり合わせて置いてください。 

♦ トレーの開閉動作中は、手で無理や0開け閉めしなし、 
で < ださし、。 


D 開閉ボタン ( A ) を押して、トレーを閉める。 


OPEN/CLOSE 



ディスクの読み込みには数秒かかります。ディスクの読 
み込み中は、ボタンを押してち機能しませんので、ディ 
スプレーに総巧数と総再生時間び表示されるまでお待ち 
ください。 

ディスクびセットされていないとさは、い、!日 
と表示されます。 

CD の場合 


し! 


cl 


ディスクの総曲数 

MP3 ディスクの場台 


総再生時間 


ディスクの総フオルダ数 


n*c 

(ESP) MM 

0 

弓 

弓 5 - 

「 。 1 つ 


ディスクの総ファイル数 


□再生/一時停止 ボタン （►/ H ) を押して再生 
を始める。 



] 曲目から再生び始ま0ます。 

フォルダに入っていない MP 3 ファイルは、自動的に 
「R 日日 T 」 フォルダに入れ5れます。再生は R 日日 T フォ 
ルダの]®目から始ま0ます。 

最後の巧の再生び終わると停止しまず。 

MP 3 ディスクの再生順については21ページをご覧く 
ださい。 


準備—基本操作 
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基本操作(続さ) 


再生を一時停止ずるには 


聴さたい曲を探ずには(スキップ) 



再生/一時停止ボタン (►/ H ) を押すと再生び一時停止し 
ます。 

一時停止中に再生/一時停止ボタン (►/ H ) を巧すと、再 
び再生を始めます。 


1 1〇 〇 〇を, 

3 

1 1 ◎ ® .1' 1 0 0 0 〇 

0 


再生中にスキップボタン(…/►►〇を押すと、前または 
後ろの巧にスキップして再生を始めます。希望する®番 
になるまで、続けて押してください。 




再生を停止ずるには 





停止ボタン (■) を押すと再生び停止します。 


聴きたいき15分を探ずには(サーチ) 



再生中にヴーチボタンまたは►►促押したままで 
いると、早送0/早戻しびでさます。聴をたい部分び見つ 
かったら指をはなしてください。 


停止中は、スキップボタンで選曲したあと、 
再生/一時停止ボタン (►/ H ) を巧して再生を始めてくだ 
さい。 

♦再生中は、を1回巧すと再生中の巧の始めに戻りま 
す。それよ0前の曲を再生したいとさは、を続けて 
押して < ださい。 

♦ プ□グラム再生中は、プ□グラム中の前の曲、または後 
ろの曲び再生されます。 


数字ボタンで曲蚕を選んで再生ずるには 



1 2 

ロ ロ 

5 6 

ロ ロ 

9 0 

ロ ロ 



3 4 

ロ ロ 



再生中または停止中に、数字ボタンを押して曲を選択し 
たあと、]日秒攻内に再生/一時停止ボタン (►/ H ) を押 
すと、その曲か5再生を始めます。 

巧番スこつ 

。番23: 口岭口 

参プ□グラム再生中、またはシャッフル再生中は数字ボタ 
ンでの選曲はでさません。 


12 




































































へッドホンで聴くには 



へッドホンをお使いになるとさは、まず音量を下げてか 
5へッドホンプラグ(ステレオ標準プラグ)をへッドホン 
端モ ( PH 日 NES ) に差し込み、レベルつまみ ( LEVEL ) で 
徐々に音量を調節してください。 

么必ず音量を下げてか5へッドホンプラグを差し込み、 
へッドホンを着けるようにしてください。突然大さな 
音が出て、聴力障害の原因となることがありまず。 


i MP 3 情報を表示ずるには 



MP 3 の再生中に MP 3 ボタンを]秒し处上押し続けると、 
再生中の曲の情報びディスプレーに表示され、次のよラ 
に切0換わ0ます。 

ファイルち♦巧ち■►アーティストを■►アル y (ムち 

わラー度 MP 3 ボタンを]砂政上押し続けると、通常の 
表71\し民ります。 

♦ 該当する情報びないときは NV 日,"、 I '[(なし)」び表示され 
ます。 


音飛び防止機能 


♦ ファイル情報を読み取れないときは、「し7化 IV 加 ||V 
(不明)」び表示されます。 


本磯には、振動による音飛びを防止するための ESP 機能 
(Electronic Shock Protection ) び内蔵されています。こ 
れか5再生するデータを先に読み込むことによって、音飛 
びを防止します。 

CD 再生のとき、 ON/OFF の切曾えができまず。 MP3 のディ 
スクの再生中は、 ESP 機能は常にオンになりまず。 



CD の再生中に ESP ボタンを押すと、 ESP 機能のオンと 
オフび切0換わ0ます。 

オンにすると、「？日 5 tr に日秒)」び一瞬表示され、 
ESP インジケーターび点灯します。 


♦ 本機のディスプレーには半角のアルファべットと数字 
(1 バイトス字)しか表示でさません。ファイル名に 
曰本語や中国語などの全角夕字 (2 バイトス字)び使 
われている場合、再生は可能ですび「し11"化 IV 邮パ、|| 
(不明)」び表示されます。 


フオルダをスキップするには ( MP 3 再生) 



参データの読み込み中は、 ESP インジケーターび点滅しま 
す。 

参本機び振動のない安定した場所に設置されている場合、 
C □再生時には ESP 機能はオフにして使用することをお 
すずめします。 


MP 3 フォルダボタン( V /へ)を巧すとフォルダをス 
キップします。 
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ピート再生 



REPEAT 



U ピートボタン ( REPEAT ) を押すたびに、し处下のように 
U ピートのモードび変ね0ます。 

CD の場合 

REPEAT REPEAT ALL 

'(IffliJ ピート） （全 ffliJ ピート） 

-オフ（通常の再生）-- 


MP3 ディスクの場含 

REPEAT REPEAT ALL REPEAT ALBUM 
リピート ）1 往 fflij ピート ）^ (アルバムリピート) 

-オフ（通常の再生）^- 


参政下のボタンを巧すと U ピート再生は解除されます。 

本体 

電源スイッチ ( POWER ) 

シャッフルボタン ( SHUFFLE ) 

開閉ボタン ( A ) 

停止ボタン (■) 

リモコン 

シャッフルボタン ( SHUFFLE ) 

イント□チェックボタン (INTRO CHECK ) 

停止ボタン (■) 


1曲リピート [ REPEAT ] 

再生中に U ピートボタン ( REPEAT ) を 1 度 巧ず と、 
REPEAT インジケーターび点口し、再生中の曲をくり 
返し再生します。 

♦ I 」ピート再生中にスキップボタン(卜を使って 
他の曲を選んだ場合は、その巧をくり返し再生します。 

♦ 停止中は、 U ピートボタンを押してか5スキップボタン 
で巧を選び、再生/一時停止ボタン (►/ H ) を 
押すと、]曲リピート再生を始めます。 


全曲リピート[お Na 午 ALL ] 

再生中に U ピートボタン ( REPEAT ) を 2 度 f 甲ず と、 
REPEAT ALL インジケーターび点灯し、ディスクの全 
曲をくり返しち生します。 

参プ□グラム再生中は、プログラムした巧をくり返しち生 
しまず。 


I I ■ " I I I 〇 I リヒート アルバム 

フオルタリヒート [REPEAT ALBUM ] 
(MP3 ディスクのみ） 

再生中に U ピートボタン ( REPEAT ) を3度 f 甲ず と、 
REPEAT AL 巨 UM インジケーターび点なし、再生中の 
フオルダの全曲をくり返し再生します。 
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SHUFFLE 


冷 


停止中にシヤツフルボタン (SHUFFL 口を押すと、 
SHUFFLE インジケーターび点阿し、ディスクの巧びラ 
ンダムに再生されます。 


1ボタンを押すと、次の巧びラン 
M ボタンを押すと、再生中の曲 


シャッフル再生中に ► 

ダムに選択されます。 

の頭に戻0ます。 

シャッフル再生中は、再生び終わった®には戻れません。 


シャッフル再生中は数字ボタンでの選®はでをません。 

シャッフル再生中は U ピート再生はでをません。 

全曲再生び終わると、シャッフル再生を解除して停止し 
まず。 

UTF のボタンを押すとシャッフル再生は解除されます。 

本体 

電源スイッチ ( POWER ) 

開閉ボタン ( A ) 

シャッフルボタン ( SHUFFLE ) 

停止ボタン (■) 

リモコン 

シャッフルボタン ( SHUFFLE ) 

イント□チェックボタン (INTRO CHECK ) 

停止ボタン (■) 




再生中または停止中に、イント□チェックボタン 
(INTRO CHECK ) を押すと、 INTRO CHECK インジケー 
夕一び点丹し、 各曲の冒頭部分び順番に1日秒ずつ再生 
されます。 

イント□チェック中に聴さたい曲び見つかった場をは、 
イント□チェックボタン (INTRO CHECK ) を巧すと通 
常の再生に戻ります。 

イント□チェック中にスキップボタンを押 
すと、前または次の曲にスキップします。 

通常の再生中にイント□チェックボタン (INTRO 
CHECK ) を押すと、再生中の巧の頭からイント□チェッ 
クび始まります。 

イント□チェックでのリピート再生、シャッフル再生は 
でをません。（各曲の冒頭部分1日秒ずつの U ピート再生、 
シャツフル再生はでさません） 


全曲のイント□チェックび終わると、 
を解除して停止します。 


イント□チェック 


下のボタンを押すとイント□チェックは解除されま 
す。 

本体 

電源スイッチ ( POWER ) 

開閉ボタン ( A ) 

停止ボタン (■) 

シャッフルボタン ( SHUFFLE ) 

リモコン 

停止ボタン (■) 

シャッフルボタン ( SHUFFLE ) 

イント□チェックボタン (INTRO CHECK ) 


シ 


ル 


イント□チこ 


シャッフル再生 


イントロ 


リピ—卜 
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プ□グラム再生 




フオルダ選択には、スキップボタン （W ィ /►►I) も使え 
ます。 

フオルダに入っていない MP 3 ファイルは、「日1」 
( R 日日 T ) フオルダの中にあります。 


MEMORY 

<ESP) 



ディスクの中から、再生したい順番に目4巧までプ□グラム 
することびでさます。 

□ 停止中にプ□グラムボタン (PROGRAM) を 
押す。 



CD の場合 


MP 3 ディスクの場合 


MEMORY インジケーターび点なし、プ〇グラムモー 
ドになります。 

プログラムを中止しにいとさは、停止ボタン (■) を巧 
してくださし)。 


□ (IVIPS ディスクの場合） 

数字キーでフォルダを選択し、プ□グラム 
ボタン (PROGRAM) を押ず。 


1111 



0数字キーで巧ままたはファイルを選択し、 
プ□グラムボタン (PROGRAM) を押ず。 

1 2 3 

ロロ ロ 





選択した巧番またはファイルびプ□グラムされ、 
「 P -02」 び表示されます。 

曲番またはファイル選択には、スキップボタン 
も使えます。 

複数の巧をプ□グラムするとさは、日〜且の手順を 
繰り返してくださし、。 

日4巧までプ□グラムでをます。 

プ□グラムを中止するには、停止ボタン (■) を押しま 
ず。このとを、既にプ□グラムされた内容は記憶され 
ます。再生/一時停止ボタン (►/ H ) を押すと、プ□グ 
ラム再生することびでをまず。 


□ プ□グラムび終わつた5、再生/一時停止ボ 
タン (►/H) を押ず。 



プログラム再生び始まりまず。 


プ□グラム再生び終了した後に、再びプ□グラム再生 
をするには、再生/一時停止ボタン (►/ H ) を押します。 
本体の電源スイッチ ( POWER )、 または開閉ボタン ( A ) 
を巧すとプ□グラム内容は消去されます。 

プ□グラム再生中はシャッフル再生はでさません。 

プ□グラム再生中は数字ボタンでの選曲はでをませ 

ん 八 



な因0 


MEMORY 

(ESP) 


口 


、 rm 

■ u u 

nr ' 

LI 



.尸尸 □ 


10- 


广し 


-■ 

因 
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巧番選択には、スキップボタンち使えます。 
選択した巧番びプ□グラムの最後に追加されます。 


プ□グラムの一部を書き換えるには 

停止中に、 書を換えたい m 蚕が表示されるまで プ□グラ 

ムボタン ( PR 日 GRAM ) を繰り返し押します。 


書を換えたい 
巧番 



数字ボタンで新しい曲番を選び、プ□グラムボタン 
( PR 日 GRAM ) を押します。 

1 乙 3 4 

ロロ ロロ 



巧番選択には、スキップボタンち使えます。 
新しく選択した®番びプ□グラムに追加されます。 



停止中に、プ□グラムボタン ( PR 日 GRAM ) を1秒 ULL 押 
し続けます。 MEM 日 R 丫インジケーターび消えて通常の 
モードに戻0ます。 

既にプ□グラムされた内容は消えません。プ□グラムボ 
タン ( PR 日 GRAM ) を押してか5、再生/-時停止ボタン 
(►/ N ) を押すと、プ□グラム再生することびでをます。 



停止中に停止ボタン (■) を1秒 ULL 押し続けると、プ〇 
グラム内容び消去されます。 

MEM 日 R 丫インジケーターび表示されていないときは、 
プ□グラムボタン ( PR 日白 RAM ) を押して、プ□グラム 
モードに切0換えてか!5消去してください。 


または、本体の電源スイッチ ( POWER )、 または開閉ボ 
タン ( A ) を押すとプ□グラム内容は消去されます。 


ノし1 ノソ iA て一 I 、で、一の么 M し I ホ 


プ□グラムの内容を消去ずるには 


プ□グラムの最後に曲を追加ずるには 



プ□グラムの内容をチェックずるには 


停止中に、 「00J が表示されるまで プ□グラムボタン 
( PR 日 GRAM ) を繰り返しホ甲します。 



数字ボタンで追加したい巧番を選び、プ□グラムボタン 
( PROGRAM ) を押します。 



停止中にプ□グラムボタン ( PR 日 GRAM ) を繰り返し巧 
すと、プ□グラムされた巧番とプ□グラム番号び順番に 
表示されます。 
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サーチモー ド ( MP 3 ディスクのみ) 


巧名をサーチして選択し、再生することびでをまず。 

ファイルちに日本語や中国語などの全角夕字 (2 バイトで 
字)が使われ、 「し||"、ル',",1日川 V (不明)」が表示される場合、正 
確に サーチで をません。 


□ 再生中または停止中に、 MP3 ボタンを押ず。 



SEARCH インジケーターび点滅し、曲名の最初のア 
ルファべットと巧名と ffl 番び表示されます。 

巧名 曲番 



曲名の最初の 
アルファベット 

• サーチモードをやめるには、停止ボタン (■) を押しま 
す。（再生中の場合は停止します） 

または、 MP 3 ボタンを2回押します。（再生中の場合 
は停止しません） 

• 該当する情報びないときは「 M 日 I 化(なし)」び表示され 
ます。 

□ スキップボタン （!◄◄ / ►►!) を押して聴きた 
いな名の頭文字を選ぶ。 


SKIP/SEARCH 



►►1を押ずと、 A か5 Z 
を押ずと、日から日 • 
ます。 


0か5目、 

Z か5 A の順でサーチし 


0聴さたい巧名の頭で字び見つかった5、頭 
文字び点滅ずるまでスキップボタン 
(■◄◄/►►〇を押し続ける。 


SKIP/SEARCH 



巧し続けるI 


D スキップボタンを押して、聴き 
たい巧を頭文字が同じ曲名の中から選ぶ。 



SKIP/SEARCH 



♦ 頭文字の選択 ( D の画面)に戻るには、スキップボタン 
►►1)を押し続けます。 

□再生/-時停止ボタン (►/" を押す。 


PLAY/PAUSE 

►/II 



選巧した曲のちをび始まります。 




曲名を サーチず る 
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フオルダ内の曲をサーチする 


D 再生中または停止中に、 MP3 ボタンを吕度 
押ず。 



SEARCH ALBUM インジケーターび点'なし、フオル 
ダ名び表示されます。 


AI_BUM 


[ 1 - 1 : 


フォルダ名 


フオルダま号 


(ESP) 



0聴きたい巧が入っているフォルダび見つ 
かった5、 ALBUM インジケーターび消え 
るまでスキップボタン （!◄◄ / ►►!) を押し続 
ける。 



ファイル名 


• フオルダの選択 ( u の画励に戻るには、スキップボタ 
ン ( W 4 / ►►!) を押し続けます。 


♦サーチモードをやめるには、停止ボタン (■) を押しま 
す。（再生中の場合は停止しまず） 

または、 MP 3 ボタンを2回巧します。（再生中の場合 
は停止しません） 


♦ 該当する情報びないと走は「 IV 日 ," ilE (なし)」び表示され 
ます。 


0スキップボタン （!◄◄ / ►►!) を押して聴さた 
し、曲が入っているフォルダを選ぶ。 



参を巧すと、 A 占、日 Z -► 0占、日9、 

を巧すと、日から 0- Z か SA の順でサーチし 
ます。 


参フォルダに入っていない MP 3 ファイルは、「01」 
( ROOT ) フォルダの中にあります。 


D スキップボタン（[◄◄/►►〇を押して、聴き 
たい巧を選ぶ。 



♦ 巧を選択しないで再生/一時停止ボタン (►/ lO を押す 
と、選おされたフオルダの最初の®から再生び始ま0 
まず。 


P 再生/一時停止ボタン (►/M) を押ず。 


PLAY/PAUSE 

►/II 


選択した曲の再生び始まります。 


79 
















































































たとをは 


本機の調子びおかしいときは、サービスを依頼される前に 
下の内容をわラー度チェックしてください。 

それでも正常に動作しない場合は、お買い上げの販売店ま 
たはティアック修理センター（裏表紙に記載)にご連絡くだ 
さい。 


電源び入6ない。 

♦ 電源プラグをコンセントに差し込んでください。 

リモコンで操作でさない。 

♦ 本体の電源をオンにしてください。 

♦ 電池び消耗していた5、2本とわ新しい電池に交換し 
て < ださい。 

今本体と U モコンの間に障害物びあると操作でさません 
ので、位置を調整してください。 

♦ U モコンは本体の正面から日 メー トル!;!内の距離で、 
本体の方を向けて操作してください。 

♦ 本体の近くに強い光の照明びある場合は、照明を切っ 
て < ださい。 

音が出ない。 

♦ アンプとの接続を確認してください。 

♦ アンプの操作を確認してください。 

再生でをない。 

♦ ディスクび裏返しになっている場合は、ディスクの 
レーベル面を上にして入れ直してください。 

♦ ディスクびミちれている場合は、ディスクを拭いてくだ 
さい。 

♦何を録音されていないディスク、ファイナライズされ 
ていないディスクは再生でさません。 CD - R / CD-RW 
を再生するときは、録音/ファイナライズされている 
ディスクを入れてください。 

♦ディスクの品質や録音状態によっては、 CD - R / 
CD - RW を再生できないことびあります。 

音弱びがずる。 

♦震動を与えると音飛びします。本機は安定した場所に 
設置してください。 

♦ 震動びある場所で使用する場合は、音飛び防止機能を 
オンにしてください。 （13 ページ） 

♦ ディスクび巧れている場合は、ディスクを拭いてくだ 
さい。 

♦ 傷び付いたディスクは使わないで<ださい。 


本機はマイコンを使用しておりまずので、が部か5の雑音 
やノイズ等によって正常な動作をしなくなる ことび ありま 
ず。このよラな場台は一旦電源を切り、約1分後に始めか 
5操作してぐださい。 


結露現象について 

本機を寒い戸外から暖かい室内に持ち込んだり、設置し 
た部屋の暖房を入れた直後などには、動作部やレンズに 
水滴びついて正常に動作しないことびあります。この場 
合は、電源を入れて1〜3時間そのまま放置して<ださ 
い。正常に動作するよラになります。 


お手入れ 

トツプカノく一やノくネル面の巧れは、薄めた中性洗剤をか 
し含ませた柔らかい巧で巧いて<ださい。 

化学ぞラさんやベンジン、シンナーなどで巧かないで< 
ださい。表面を傷める原因とな0ます。 

A お手入れは安全のため電源プラグをコンセントか 
6抜いて行ってください。 
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CD プレーヤー 

ピックアップ ....3 ビーム、半導体レーヴー 

デジタル フィルター 

8倍オーバーサンプ I 」ングデジタルフィルター 

周波数特性 . 2日 Hz 〜2日 kHz ±2 d 目 

全高調波歪率.. . 日.日3〇/〇し处下(1 kHz ) 

S/N 比 .83 dBm ±( IHF - A ) 

アナ□グ出力 . 2.日 Vrms ( RCA ) 

—般 

電源 . 1日日 V AC . 已日-目日 Hz 

消費電力 .10 W 

外形寸法(幅、高さ、奧行). . 43已 X ] 日日 X 28 已 mm 

質量 .4.1 k 資 

許容動作温度 .... +己で〜+3已む 

許容動作湿度 ... .已％〜8日〇/〇(結露のないこと） 

許容保管温度 . 一2日で〜+已已む 

付属品 

RCA オーディオケーブル X 1 
リモコン ( RC -1 日 44 A)xl 
U モコン用乾電池(単 3) x 2 
取扱説明書(本書) X ] 

保罰書 X ] 


仕様及びが観は改善のため予告な<変更することがあ0まず。 
取扱説明書のイラストび一部製品と異なる場合びあります。 


MP 3 ディスクの再生順 


MP 3 ファイルを収録した CD の中には、通常のパソコンの 
ファイルの扱いと同じよラに、 MP 3 ファイルをフォルダに 
収納しているものびあります。さ5に、いくつかのフオル 
ダをまとめて1つのフォルダに収めているちのちあります。 


本機で MP3 ディスクを再生ずるときの 
フオルダ番号とフアイ J レの再生順の例 

01 " ROOT " 

I. 


□ (^ MP 3 ファイル） 

T ~ 


且 MP 3 ファイル） 


02フォルダ 


□ ( MP 3 ファイル1 

T ~ 


□ MP 3 ファイル） 


04フオルダ 


03フ 

オルダ 


y — 1 


□ (" mp 3 フ： P イル) 

1 

且 f MP 3 フアイル^ □〔 MP 3フアイル) 


1 


フオルダ 







Qf MP 3 ファイル） 


□ r MP 3 ファイル1 


その他 
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保証とアフターヴービス(よくお読みくださし、) 


■保証書 

この製品には保証書び添付されています。保証書は、お買 
い上げの隙に販売店び「お買上げ曰-販売店名」等を記入 
した上でお渡し致しまず。記入事項及び記載内容をご確認 
の上、大切に保管してください。保罰期間はお買い上げ曰 
から一年です。 

■ 補修巧性能部品の保有期間 

当社は、この製品の補修用性能部品(製品の機能を維持す 
るために必要な部品)を製造打ち切り後8年間保有していま 
す。 

■ ごす明な点や修理に関ずるご相談は 

修理に関するご相談、並びにご不明な点は、お買い上げの 
販売店または弊社サービス部門(裏表紙に記載)にお問い合 
わせ < ださい。 

■修理を依頼されるときは 

2日ページの「困ったとさは」に従って調べていただを、な 
お異常のあるときは使用を中止し、必ず電源プラグをコン 
セントか5抜いて、お買い上げの販売店またはティアック 
修理センター屬表紙に記載)にご連絡ください。 

なお、本体の故障ちし<は不具合により発生した付随的損 
害(録音内容などの補償)の責についてはご容赦ください。 

保証期間中は 

修理に隙しましては保証書をご提示ください。 

保証書の規定に従って、修理させていただをまず。 

保証期間び過ぎているときは 

修理すれば使用でをる場合は、ご希望により有料にて修 
理させていたださます。 

修理料金の仕組み 

技術料：故障した製品を正常に修復するための料金です。 

測定機等の設備費、技術者の人件費、技術教 
育費び含まれています。 

部品代；修理に使用した部品代金でず。 

その他修理に付帯する部材等を含む場合ちあ0 
ます。 

その他：製品を送るために必要な送料/捆包料などびあ 
0ます。 

修理の際ご連絡いただきたい内容 

型名： CD プレーヤー CD - P 1 260 
シリアルナンバー： 

お買い上げ曰： 

販売店名： 

お客様のご連絡先 

故障の状況(でさるだけ詳しく） 


■廃棄ずるときは 

本機を廃棄する場合に必要になる収集費などの費用は、お 
客様のご負担にな0ます。 


分解•改造禁止 

この機器は絶対に分解-改造しないでくださし、。 

この機器に対して、当社指定のサービス機関!;(外によ 
る修理や改造び行われた場合は、保証期間内であって 
わ保証対象がとな0ます。 

当社指定のサービス機関政がによる修理や改造によっ 
てこの機器び故障または損傷した0、人的•物的損害 
び生じてを、当社は一切の責任を負いません。 


音のエチケット 

楽しい音楽ち、場合によっては大変気に 
なるものです。静かな夜間にはルさな音 
でもよく通り、特に低音は床や壁などを 
伝わりやすく、思わ城ところに迷惑をか 
けてしまラことびあります。 

適当な音量をむびけ、窓を閉めたりへッ 
ドホンを使用するなどして、快適な生活 
環境を守りましょラ。 

このマークは音のェチケツトのシンボルマークです。 
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テイアツク株式を社 

干20日-853日東京都多摩市落合 1-47 


http://www.teac.co.jp 


この製品のお取り扱い等に関ずるお問い合わせは 

AV お客様相談室までご連絡ください。お問い合わせ受付時間は、 

±•曰•祝日•弊社休業日を除く 9:3日〜12:日0/13:日日〜17:0日でず。 


AV お客様相談室 


査5 0570 -000-701 

一般:電話-公を電話からは市内通話料金でご利巧いただけまず。 


干 206-8530 東京都多摩市落合1 -47 

電言舌： 042 -3 已目-923已 / FAX : 042-3 己6-白242 


故障•修理や保守についてのお問い合わせは 

ティアック修理センターまでご連絡ください。 

お問い合わせ受付時間は、± •曰■祝日-脾社休業日を除く 9:3日〜17:日日でず。 

ティアック修理センター 

0570 •000-501 

一般電話-公衆電話からは市内通話料金でご利巧いただけます。 

干1 90-1 232東京都西多摩郡瑞穂の長岡 2-2-8 
電言舌： 042-曰己目-2280 / FAX : 042-已己 6-2281 


♦ ナビダイヤルは全国どこか日お掛けになっても市内通話料金でご利用いただけま 
す 。 PHS • IP 電話などからはナビダイヤルをご利用いただけませんので、通常の 
電話番号にお掛けくださし、。 

♦ 新電電各社をお使いの場合はナビダイヤルをご利巧いただけないことびあ0ます。 
その場合はご契約されている新電電各社へお問い含わせいただくか、通常の電話 
番号にお掛け < ださし、。 

♦ 住所や電話番号は、予告なく変更する場合びあります。あらかじめご了承ください。 


0709. MA -1474 B 




